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第2章　 東京水道を 取り 巻く 現状と 課題 〜人口減少時代へ突入〜

2 -1  人口減少時代へ突入

第 2 章 東京水道を取り 巻く 現状と 課題

＜人口推計＞
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第2 章　 東京水道を 取り 巻く 現状と 課題 〜水道施設の老朽化と 更新時期の集中〜

＜小河内貯水池＞

2 -2   水道施設の老朽化と 更新時期の集中
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第2章　 東京水道を 取り 巻く 現状と 課題 ～水道施設の老朽化と 更新時期の集中～

＜完成年度別施設能力（ 浄水場） ＞
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第2 章　 東京水道を 取り 巻く 現状と 課題 〜水道施設の老朽化と 更新時期の集中〜

＜給水所周辺の状況の変化＞
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第2章　 東京水道を 取り 巻く 現状と 課題 〜水道施設の老朽化と 更新時期の集中〜

＜ダク タ イル化率と 耐震継手率＞
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第2 章　 東京水道を 取り 巻く 現状と 課題 〜自然災害の脅威〜

2 -3   自然災害の脅威

＜降灰の堆積厚予測※2（ 噴火後15日目の計算結果の一例） ＞
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第2章　 東京水道を 取り 巻く 現状と 課題 〜気候変動の影響〜

2 -4   気候変動の影響

＜計画利水安全度＞

＜100年後の積雪深の変化（ 藤原ダム地点） ＞
＜融雪時期の早期化による

　 　 　  河川流量とダム貯留量の変化＞

＜利根川水系の渇水状況（ 平成4年以降） ＞



第2 章　 東京水道を 取り 巻く 現状と 課題 〜多摩地区の水道〜
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2 -5   多摩地区の水道

＜多摩地区の浄・ 給水所等と 送水管ネッ ト ワーク ＞


